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経 済 学 会 は,.1999年9月18日(⊥曜 日)午 前10時30分か ら12時にか け て,京 大 会 館
105号室 にて,カ リ フ ォル ニ ア大 学 バ ー ク レー校 の りー バ ー マ ン教 授 を招 い て 特 別 セ ミ
ナ ー を行 っ た。 講 演 タ イ トル は 「ベ ンサ ム の 立 法 の 科 学 に お け る経 済 と政 治 」(David
Liebem■en,"EconomyandPolityinBentham'sScienceofLegislation")とい う も ので
あ った 。
60分の 講 演 と30分の討 論 の後,教 授 と参 加 者(主 に大 学 院 生)は 昼食 を し,昼 食後 も
少 し歓 談 を した 。
リー バ ー マ ン教 授 は1953年生 まれ の45歳,現 在 カ リ フ ォ ルニ ア大 学 の法 学部 教 授 。 英
国 の ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 で修 士 まで 学 び(指 導 教 官 は ホ ッ プ ズ研 究等 で 有 名 なQ.ス キ
ナ ー),そ の 後,ロ ン ドン大 学 で 課 程 博 士(Ph.D.)を修 了 ・取 得 した 後,1984年以 来,
主 に カ リフ ォル ニ ア大 学 で 研 究 ・教 育 に従 事 して きた 。教 授 は英 国 ケ ンブ リ ッジ大 学 に
拠 点 を 置 く政治 思 想 史研 究 者 集 団の 有 力 な メ ンバ ー で もあ る。 今 回,初 来 日。
わ が 国 で はIstvanHontandMichaelIgnatieff(eds.),WealthandVirtue:TheShaq.
,㎎.ofPoliticalEconomyintheScottishEnlightenment;CambridgeU.P,,1983(水田
洋 ・杉 山忠 平 監 訳r富 と徳 」 未 来 社,1990年〉 に収 録 され た ケ イ ム ズ論("TheLegal
NeedsofCommercialSociety-The.JurisprudenceofLordKames",拙訳 「商業 社 会 の
法 的 要 件一....ケイ ム ズ 卿 の法 学 」)で 知 ら れ て い る が,主 著TheProvinceo'ム曙.ガ勲 一
tionDetermined:LegalTheoryinEighteenth・CenturyBritain,Ca皿bridgeU.P.,1989
は ブ ラ ック ス トンか ら ケ イ ム ズ,ペ ンサ ム まで を扱 った18世紀 ブ リテ ンの法 思 想,法 理
論 に 関す る優 れ た研 究 で,高 く評 価 され て い る。













今 回 の セ ミナ ーは,上 の2を 取 り上 げ た もの に他 な ら ない が,時 間の 制 約 が あ るの で,
教 授 は あ らか じめ用 意 され た ペ ー パ ー に 即 して,後 半 部分 は ス キ ップ しなが ら,講 演 を
し,そ の後,参 加 者か ら の 質問 に熱 心 に 応 え られ た 。
以 下 は 用 意 さ れ た フ ル ・ペ ーパ ー の要 約 で あ る。
リー バ ー マ ン 「ベ ン サ ム に お け る 経 済 と 政 治 」(要 約)
ア メ リカ独 立 戦 争 か ら1832年の 選挙 法 改 正 ま で の時 代 の研 究 ぽ,近 年,き わ め て 活 発
で あ り.様 々 な政 治的 伝 統 と多 数 の 思 想 の 複雑 な諸 相 を描 い て きた 。以 前 の思 想 史 研 究
が,パ ー ク と人権 論 国制 改 革 をめ ぐ る ウ.・・グ と急 進 派 とい った ・ ご く限 られ た論 争
に注 目す る傾 向 が あ った とす れ ば,今 で は高 教 会 派 の教 会統 治 論 キ リス ト教 条モ済学,
哲 学 的歴 史 と 自然 法 学,ペ ー リ一 派神 学 的功 利 主 義,福 音 社 会 思 想,非 国 教 派 な い し異
論 と抗 議,そ れ ど愛 国 心,ウ イ ッグ主 義 お よ び トー リ主 義 の多 様 性 な どが 詳 細 に研 究 さ
れ る よ うに な って い る。
しか し,驚 くべ き こ とに,こ の よ う な動 向 はペ ンサ ム研 究 に は見 られ な い。 ベ ンサ ム
はか つ て は この 時 期 の ブ リテ ンの重 要 な指 標 で あ り,ス テ イー ヴ ンや ダ イシ ー は ヴ ィク
トリア朝 の立 法 改 革 論 の 青 写真 を ペ ンサ ム主 義 に求 めて い た 。 した が って,こ の よ うな
ベ ンサ ム軽 視 は,多 く は意 図 的 な 歴 史 見 直論(修 正 主義)の 産 物 で あ る。 しか し,あ る
程 度 は,ベ ンサ ム研 究 の現 状 の意 図 せ ざ る副 産物 と考 え て よ い。
新版 ベ ンサ ム 著作 集 の刊 行 は,ペ ンサ ムの 思 想 自体 の正 確 な理 解 を可 能 に した。 そ の
結 果,ベ ンサ ム の法 学 を ジ ョ ン ・オ ー ス テ ィンの 法 実 証 主 義 か ら解放 し,ベ ンサ ムの 民
主 主 義 論 を ミル 父 子 の 代 議 制 論か ら 区別 し,ベ ンサ ムの 道 徳 理 論 を様 々 な 誤解 か ら救 い
出 す こ とが で.きる よ う に な っ た 。 と こ ろ が,そ の た め に,今 で は 「史 的 ベ ンサ ム」 と








ついての観念をめ ぐる基本問題,ベ ンサムの法学の源泉 となった社会学の問題を取 り上
げてみよう。そのためにはベ ンサムはス ミスの 『国富論jで 深化された経済学に何を
負っているかという問題(1.ベンサムとスミスの科学)や,ベ ンサムの人間本性理解














『高利の擁護』'[1787]を書いたが,経 済学はベ ンサムの 「立法の科学の一部門」で
あった。過去20年間,ウ ィンチがスミス自身の 「立法者の科学」の認識の必要を説いて
きた。スミスの立法者の科学の再構築は,この科学が多様な仕方で(ペ インとパークの




一つは 「経済学便覧』[1793-1795]であり,も う一つは 『経済学綱要』[1801-1804].で
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ある。ペンサムは 「アート」と 「サイエンス」を区別し,ス ミスの狙いは前者であ り,
自分の目的は後者であるとする。
このような区別は,19世紀初頭におけるスミスの遺産をめぐる論争のなかで登場した。.






























立法の下位目的(生存,安 全,豊 富,平 等)に ついての修正意見を示し,経済学の目的
を 「有利な目的に国民の勤労を尊びくアー ト」に限定した。こうして経済学は4つ の 下
位 目的の一つにのみ関るものとなった。そのためスミスの経済分析の多くの特徴がベン











けられ,む しろプラ・ソクス トンとアリス トテレスが標的なのである。
2.計算性質
次にペンサムの入間本性理解を取 り上げよう。マルクスはベンサムの人間観を小 ブル



















拠する制度的考案 も締め出すことになる。 しかし,18世紀のモラリス トと同じく,ペ ン
















ネットワークが 「多数の臣民」をかどわかして,彼 らの真のインタレス トが腐敗した
r少数の支配者」のインタレス トの犠牲になっているということを,ベ ンサムは急進的.
な政治理論のなかで強調 した。
したがって,こ のような複雑な事情のなかでは,立 法者は,個 人の自己優先の世界,
























否定した。とはいうものの,『道徳 と立法の原理序詞 のなかで,罪 刑均衡によって社
会的行為を方向づけようとするベンサムの戦略は見当違いである,というのは犯罪は情
念の作用であって,情 念は計算しないからだというベンサムへの批判をとりあげて,ベ
















ラムの精緻化を目指 していた。 したがって,ベ ンサムの立法の科学の研究はますますこ
うした素材を焦点 とするようになってきた。









関連がある 「道徳的能力」 も含まれる。 このような望ましい公務員の能力 とともに,
「憲法典」は功利主義的目標を目指す構造と手続きの仕組みを持っていた。ベ ンサムは
「道徳的能力」として,「世論の法廷」なる制度を特記 し,失政 ・悪政という 「病気」
に対 してこの世論の法廷に大きな責任を負わせた。
























の自由」と 「公共的集会の自由」を 「自由な統治」の決定的な属性 としていた。公共性
が権力濫用の対抗手段 として重要だ とい う認識は,民 主政治支持に改宗するずっと以前
にベンサムにあった。もちろん,そ れは哲学的急進派のプログラムの基礎でもあった。
しかし,こ うした連続性にもかかわらず,ベ ンサムの立憲案にはさらに急進的な次元が




に提供することを通 して,選 挙制度において機能するだけではない。む しろ世論は民主














世論の法廷が 『憲法典』の目的を実現で きるのは,民主的共同体が,政 治行為の情報
に注目するだけでなく,政治生活の批判的な評価を行うためにこの情報を利用 しようと
する熱意をもつからであ る。.したがって,ベ ンサムに必要と思われた組織は,世 論を結
合 した り解体 した りする制度であった。こうした制度を形成し,維持する市民の能力 と
性質が前提できたとすれば,『憲法典』 における世論の戦略は当時のイングランドの政
治生活の特殊な特徴を自明なものとしていたわけである。
18世紀の新聞,定 期刊行物,そ の他の雑多な政治的エフェメラ,す なわちプリント,
風刺画,小 冊子,ト ークン,メ ダルなどの繁殖は,.イングランドの政治に重要な関係を
















出される財政法案に伴 う歳入,歳 出の詳細な統計にその最たるものが見 られる。統計に










ところ,地 方の個別問題に関るものであったので,通 信のチャンネルが発展 し,その
チャンネルを通ってロビーと利害集団が立法府に情報をもたらした。
急進的政治論争においてベ ンサムは,こ うした情報の 「知」を巧みに利用 した。1830
年に彼は 『憲法典』の第一巻を刊行するとともに,過 去20年間にわたって書かれたエッ.






どに印刷された政府支出(年 金,閑 職,還付金)に ついての情報を基にこのような暴露
を行った。
政治の知識を組織し,公にするというペ ン.サムの戦略は,い っそう展開されて 『憲法
典』の論考のなかで,国 家の統計,記 録,出 版制度 という形をとって述べられている,
統計,記 録,出 版からなるこのような制度は,統 治語部門間.,また政府役人と世論(公





を無視することにあたる」と,ベ ンサムは1770年代の草稿に書 き付けたが,こ のような,






の 「議会改革案』で,ベ ンサムは 「普通選挙」を支持したが,読 めない人間には選挙権











以上のように,ベ ンサムの立法の科学における 「経済と政治」の関連が,新 しい研究
水準のうえで,新 たに問い直されていることは明らかである。とりわけ,ベ ンサムを単
純に功利主義者というステ レオタイプの概念に回収 して安穏 としているような怠惰を,
リーバーマンは退け,ベ ンサムの思想のダイナ ミフクな変動と発展を.時代状況のコン
テクス トのなかで,克 明に析出するという研究を行ってお り,これはその成果の一端で
ある。
(田中秀夫)
1? .と,禰醐騨 弊.
